
鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 電気エネルギー応用
科目基礎情報
科目番号 0107 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 電気電子工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 教科書：プリント配布参考書：小渡辺正編著 金村聖志・益田秀樹・渡辺正義著「電気化学」丸善　　　　「照明・電熱
」　佐藤清史 著（東京電機大学出版局）など

担当教員 山田 伊智子
到達目標
　電気エネルギーを他のエネルギーに変換し利用する「電気エネルギー応用」の基礎となる物理法則，基礎現象や各種の具体的な応用機器など
の動作原理を理解し，それらの特性値などを求めることができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

電気化学システムの物理法則，基
礎現象や各種の具体的な応用機器
などの動作原理を理解し，詳しく
説明することができ，特性値など
を求めることができる．

電気化学システムの物理法則，基
礎現象や各種の具体的な応用機器
などの動作原理を理解し，説明す
ることができる．

電気化学システムの物理法則，基
礎現象や各種の具体的な応用機器
などの動作原理を理解し，説明す
ることができない．

評価項目2

照明工学のの物理法則，基礎現象
や各種の具体的な応用機器などの
動作原理を理解し，詳しく説明す
ることができ，特性値などを求め
ることができる．

照明工学のの物理法則，基礎現象
や各種の具体的な応用機器などの
動作原理を理解し，説明すること
ができる．

照明工学のの物理法則，基礎現象
や各種の具体的な応用機器などの
動作原理を理解し，説明すること
ができない．

評価項目3

電熱工学の物理法則，基礎現象や
各種の具体的な応用機器などの動
作原理を理解し，詳しく説明する
ことができ，特性値などを求める
ことができる．

電熱工学の物理法則，基礎現象や
各種の具体的な応用機器などの動
作原理を理解し，説明することが
できる．

電熱工学の物理法則，基礎現象や
各種の具体的な応用機器などの動
作原理を理解し，説明することが
できない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
電気エネルギーを各種の方式で供給および利用することに関しては，今日あらゆる分野で必須の技術となっている．こ
の授業では，前半で電気化学分野の基本的事項や法則，電気化学の工業への応用としての電池，電気分解に関する知識
を，後半で光と熱に関する基本的事項,照明および電熱についての学問的知識を理解することを目標とする.

授業の進め方・方法
・すべての内容は，学習・教育到達目標(Ｂ)＜専門＞JABEE基準1(2)(d)(2)a)に対応する．
・授業は講義形式で行う．
・「授業計画」における各週の「到達目標」はこの授業で習得する「知識・能力」に相当するものとする．

注意点

<到達目標の評価方法と基準>下記授業計画の「到達目標」１～１４を網羅した問題を中間試験および定期試験で出題し
，目標の達成度を評価する．１～６に関する重みは同じである．問題のレベルは第二種電気主任技術者一次試験「機械
」と同等である．評価結果が百点法で６０点以上の場合に目標の達成とする．
<学業成績の評価方法および評価基準>中間・期末の２回の試験を８０％，課題レポートを２０％として評価する．中間
試験にお
いては再試験を実施する場合もある．その場合，１００点評価の９０％を点数とし，その点数が中間試験の点数を上回
った場合には，
６０点を上限として中間試験の成績を再試験の成績で置き換える．期末試験の再試験は行わない．
<単位修得要件>レポートをすべて提出し，学業成績で６０点以上を取得すること．
<あらかじめ要求される基礎知識の範囲>電気化学の分野においては，化学の基礎知識を必要とする。これまでに学んだ
化学の基本的事項や電気理論をはじめ電気機器等の習得が必要である．照明・電熱の分野においては，電気工学の全般
の分野と密接な関係を持つと共に電気以外の広い技術も必要であり,「電気磁気学」，「電気回路」，「電気機器」等の
習得が必要である．
<自己学習>授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験のための学習も含む）及び演習・課題レポー
ト作成に必要な標準的な学習時間の総計が，９０時間に相当する学習内容である．
<備考>電気主任技術者資格試験の科目の一つである「機械」の中に電気エネルギー応用の分野は含まれており，資格取
得希望者には大切な科目である．本教科は後に学習する環境保全工学、エネルギー移送論の基礎となる教科である.

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 電気化学システムの基礎 １．電気化学システムの基礎について理解し，説明で
きる．

2週 ファラデーの法則 ２．ファラデーの法則を理解し，これを用いて諸量の
計算できる．

3週 化学変化とギブズエネルギー ３．ギブズエネルギーについて理解し，これを用いて
諸量の計算ができる．

4週 標準電極電位 ４．標準電極電位について理解し，これを用いて諸量
の計算ができる．

5週 一次電池と二次電池 ５．一次電池と二次電池の構造，原理，特徴を説明で
きる．

6週 燃料電池 ６．燃料電池の構造，原理，特徴を説明できる．
7週 電気分解，めっき ７．電気分解，めっきの原理を理解し，説明できる．
8週 中間試験 これまでに学習した内容を説明できる．

4thQ

9週 照明の基礎 ８．照明工学の基礎について理解し，説明できる．
10週 各種光源 ９．各種光源の構造，原理，特徴を説明できる．
11週 照明計算 １０．基本的な照明計算ができる．
12週 電熱の基礎 １１．電熱工学の基礎について理解し，説明できる．
13週 熱量計算 １２．基本的な熱量計算ができる．
14週 電気加熱方式 １３．各電気加熱方式について理解し，説明できる．



15週 各種電熱装置 １４．各種電熱装置の構造，原理，特徴を説明できる
．

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 課題レポート 相互評価 態度 発表 その他 合計
総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
配点 80 20 0 0 0 0 100


